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・町民と職員の接点となる窓口カウンター上部を2層
吹き抜けとし，ハイサイドライトから自然光が降り
注ぐ開放的な空間とした。
・RC造へと地震力を伝達する水平ブレースや方杖は
すべて柱と同径の180角に統一し，RC造と金物で
取り合う接合部を露出させるなど，木本来の軽やか
さと力の流れを視覚化した。
・1階のカラマツ，2階のトドマツ集成材が上下連続
的にみえる空間とし，津別らしい木造空間として象
徴的な場をつくった。

外壁は，ほとんどの窓を床面近くから天井面までの
縦長の形状とし，その窓と窓の間にカラマツとトドマ
ツの小角材（45×30）を縦に突き付けで張り，2m近
く張り出した無機質なコンクリート庇との組み合わせ
（コントラスト）により，木の温かみがより感じられ
るように仕上げています（写真4）。また，赤いカラ
マツと白いトドマツを組み合わせることでアクセント
のあるデザインになっています。
庁舎内には居心地の良い待合スペースやキッズコー
ナーを整備し，役場に特段の用事を持たない町民も気
軽に立ち寄ることのできる居場所を随所に設けていま
す。また，「なみきロビー」と名付けた空間は，前述
のとおり，木造の支柱を実際の木のように見立て，並
木道を思わせる自然豊かな造りとなっています。

・盆地形状のまちなかに対し，水平性を強調したコンク
リート庇と，針葉樹が林立する遠くの山並みに呼応
する垂直方向の外装木材が調和するデザインとした。

建物は地上2階建て，延べ面積3260.68m2で，1階に
は来庁者と接する機会の多い福祉関連部門と住民企画
課を，2階にその他専門業務の課及び町長室などの特
別職諸室に加え，独立性の高い議会機能をまとめて配
置しました。議事堂は議会専用とはせず，他の会議に
も使えるよう固定席ではなく，可動式の座席として汎
用性を高めています（写真5）。

・内壁はせっこうボードを内部に仕込み，45角の小
角材を90mmピッチでルーバー状に並べることで，
吸音性と遮音性を確保した。
・天井ルーバーは厚さ24mmの構造用合板を短冊状に
カットした簡素なディテールとし，議事堂特有の設
備機器や照明を隙間に収めた。
・吹き抜け側に高窓を設置し，自然光を柔らかく内部
に引き込んだ。

・デスクはトドマツ合板により地元家具業者が製作
し，統一感あるインテリアとした。
職員の執務スペースでは，一人当たりのデスクス
ペースを30%ほど小さくし，また，書類の管理システム
を導入したことで，従前の庁舎より高機能ながらも16%
ほどダウンサイジングに成功しています（写真6）。

・ハイサイドライトによる2面採光を確保したことに
より，日中はタスクライト不要である。
・執務スペースを仕切るパーティションやカウンター
はトドマツ構造用合板を活用し，煩雑になりかねな
いオフィス内部に統一感をもたせた。
・RCのフレーム越しに木製ガラススクリーンで仕切
られた町長室や応接室が連続している。構造形式の
違いが独特の距離感をもって各種機能を隔てる役割
を果たしている。

デザイン面においても，内部と外部に共通したコン
セプトとして，いかにも庁舎建築であったり，いかに
も公共施設であったり，といった「いかにも」という
ものを，見た目において極力感じさせないことにも重
点を置いています。庁舎建築によくあるガラス張り，
タイル張り，パネル張りは耐久性では折り紙付きです
が，高価であり，張り替える場合もコストがかかりま
す。そして見た目も，親しみやすさというよりは，威
厳とか格調高い印象を見る人に与えてしまいます。木
の温かく柔らかい仕上げとすることで，親しみやすさ
も自然と生まれ，働く人も，利用する人も入りやすく
居心地の良い場所を目指しました。

◆使用木材
木材使用量は282m3で，そのうち町内産が約88％，

道内産が約12％となっていて，町内産の木を多く使
用しています。また，町内産材はそのほとんどが町有
林から切り出されたものです。
樹種別では，カラマツが35.5％，トドマツが64.5％

となっています。構造材や一部仕上げ材に使用した樹
種は，1階はカラマツ，2階はトドマツと使い分け，
津別を代表とする2種類の針葉樹がもつ異なる表情を
見せることで，建物の個性を引き立たせています。
地域の木材を使用するため，津別地区林業協同組合
の協力を得て，町有林立木1,730m3を伐採し，木材生
産を担っていただきました。
製材は全て町内の加工場で製造しました。一方，集
成材は町内では製造できないため，協同組合オホーツ
クウッドピアに町内産製材を提供し，そこで加工され
たものを使用しています。
建築施工は地元建設事業者を筆頭とする3社の共同

企業体が担い，木造工事や内外装の木質仕上げ，木製
建具の割合が建築工事全工程の半分以上を占めるた
め，多くの町内事業者が関わることができたのも本庁
舎の特徴でもあります。
内装仕上げの天井，壁の一部，およびカウンターや
棚，収納などの製作家具，職員が使用する机の材料に
は，町内に本社，工場がある丸玉木材(株)で製造され
た構造用合板を使用しています。来庁者がくつろぐた
めのイスやテーブルなどの家具は同じく町内の(株)山
上木工が製作したものです。どちらも木目を最大限に
活かしたデザインの豊かさと，長く使えるデザイン性
と丈夫さを兼ね備えた「木のまちつべつ」ならではの
つくりになっています。
先にも紹介しましたとおり，外壁仕上げには羽目板
などの仕上材を使用せず，小角材（45×30）のいわゆ
る羽柄材を使用しています。
内装仕上げや製作家具に構造用合板を使ったり，外
装に羽柄材を使ったりするのは近年の津別町の建物の
特徴でもあります。その狙いは，材料が地元で調達可
能なこと，材料単価が安いこと，施工が地元事業者で
可能なこと，およびメンテナンスの優位性にありま
す。木質材料は耐候性が小さいため，屋外で使用する
場合には張り替えを考慮しておく必要があります。張
り替えのときに木質材料のコスト優位性や施工性の高
さが活きてきます。木質仕上げは，比較的高価なもの
になりがちですが，このような工夫をしながら津別町
としては積極的に木質化を進めています。

新庁舎建設事業は，原木から，加工，製造，製作，
施工まで津別の資源と技術力が結集した集大成とも言
え，過去にない一大プロジェクトとなりました。

◆省エネルギー（SDGs）
省エネルギー性能としては，当初ZEB*1の導入も
検討しましたが，イニシャルコストが大きくなること
や，費用対効果の面から採用は見送っています。しか
しながら，外周部がRC外断熱工法を採用し，高性能
断熱ガラスの効果もあるため，高い断熱性や保温・蓄
熱効果が発揮され，年間熱負荷係数（BPIm）*2は
0.66，一次エネルギー消費量（BEIm）*2は0.79を達
成しています。

*1：省エネによって使うエネルギーをへらし，創エ
ネによって使う分のエネルギーをつくること
で，エネルギー消費量を正味（ネット）でゼロ
にすることを目指した建物（環境省）

*2：1.0以下で省エネ新基準適合
環境性能では，木質バイオマス構想を推進する本町
の取組を反映して，新庁舎の主たる暖房熱源に木質ペ
レットを活用した輻射熱床暖房＋パネルヒーター方式
を採用しました。また，燃料となるペレットも，町内
の山林から産出された間伐材や林地未利用材のカラマ
ツを主な原料とし，津別町ペレット協同組合で生産さ
れたものを使用しています。最大7tのペレットを貯蔵
できるタンクを建物内に備え，ペレットの安定供給に
配慮しています。さらに，災害時などのときにも暖房
が停止することのないよう，非常用発電機からの給電
が可能で，バックアップボイラー（灯油）も併設して
います。
吹き抜けを介して熱が庁舎内全体に行き渡る計画と
し，寒さの厳しい津別においても安定した温熱環境を
確保しています。
また，一部木造としていますが，仮に鉄骨造と比較
した場合では，材の製造過程で排出する二酸化炭素
（CO2）を，およそ335t削減したことになると試算し

ています。このように木造を採用することで，木造独
特の温かみを持った仕上がりや，地元資源活用と経済
の好循環だけに留まらず，環境にも貢献できること
が，本事業を通じ改めて認識させられたところです。

◆木材調達の工夫
木造施設を建設する際，町産材をどこまで活用でき
るかは常に課題となっています。今回の新庁舎建設に
おいても同様でした。
カラマツ，トドマツを多く使用する建築計画である
ことから，町有林から伐期を迎えた原木を確保するこ
とにしました。
実施計画を策定するにあたり，町産材調達について
次のように進めました。
・建築物での使用量から，歩留まりを考慮した必要材
積を積算する。
・工事期間（竣工予定日）から，木材の使用時期を逆
算する。
・加工（製材，乾燥，集成）に要する期間を検討し，
これらに基づいて山での伐採時期を決める。

このような検討の結果，伐採時期のリミットは工事
契約の時期（契約日は令和元年11月11日）くらいま
でであることがわかりました。実際には，工事発注前
から町有林の調査をはじめ，地元林業協同組合と町内
における加工，流通面でも入念に打合せをし，施工時
期に間に合わせることができました。このような入念
な木材調達計画を立てることによって，町内産材率を
9割近くにまで高めることができました。

文字と写真とでは木を感じる新庁舎の全てをご紹介
することはできません。ご来庁の機会がありました
ら，ぜひ見て，ふれて，歩いて、座って，そしてゲス
ト用フリーwifiも完備していますので過ごしていただ
き，新庁舎の魅力を体感してください。お待ちしてお
ります。

津別町役場新庁舎が令和3年3月26日に竣工し，5月
6日から供用されています。「木のまちつべつ」らし
い，地域材をふんだんに利用し，地域の技術を活かし
て実現した新庁舎を紹介します。

◆建築物の設計決定までの経緯
昭和33年に竣工した津別町役場旧庁舎は，鉄筋コ
ンクリート造2階建ての，当時としては近代的な建物
だったのかもしれません。ですが，いかにも“公共建
築物”といった姿をした庁舎でした。そんな庁舎も耐
震性が乏しく，老朽化も顕著となっていました。築後
60年の還暦を迎える平成29年，庁舎建設に対する国
からの助成制度が始まり，古い庁舎を持つ多くの自治
体が建て替えを検討し始めました。津別町もその流れ
に乗るように，平成30年10月，庁舎設計のプロポー
ザルを公告しました。
　
◆建築物の概要・特徴
津別町では「つながりがにぎわいを生む，歩いて暮
らせるコンパクトシティ」というコンセプトのもと，
まちなか再生事業に取り組んでおり，新しい庁舎は，
その第一弾となる整備事業となっています。
プロポーザル選定での提案募集時の仕様には，構造
を木造とする義務づけはしていませんでしたが，「木
のまちつべつ」にふさわしい，内外装に地元産の木材
をふんだんに使うことは盛り込みました。採用となっ
た(株)アトリエブンクによる提案は，建物外周部を堅
牢な鉄筋コンクリート(RC)造で囲い，内部空間を木
造とするハイブリッド構造です（写真1）。RC造部分
は耐力壁と耐火・耐震性能を担っています。RC造部
分が地震力を負担することで木造部分の負担が小さく
なり，部材断面寸法が抑えられています。
木造部分は大断面を使わずに16本の柱で支える特
殊な構造ですが，考え方はシンプルで在来工法に近い
ものとなっています。柱１本から四方に方杖が張り出
し，8本の柱が2列に並んでいる姿は，さながら並木
の中にいるようなイメージで，新庁舎の最大の見せ場

でもあります（写真2，3）。

・外周部のRC造を打設後，クレーンで木部材を搬入
し，入れ子状の木軸組を建て込む。
・RC側のアンカーセット精度に配慮し，適宜現場加
工しながら金物に留め付けていった。

 

・照明の色温度は温白色の3500Kとし，木の色味と調
和する落ち着きのある空間とした。
・日中は自然光，夜間は人工照明により木の線材に陰
影が刻まれ，空間に奥行をもたらす。
・コンクリートは化粧打放し素地とし，材料としての
差異が明快に表れることを狙った。

り，その材には欠点を持っているものが多く含まれて
います。ですから，仕分けしながら使っていくしかあ
りません。当社で造材する原木は，先ず製材用と原料
材用に分け，さらに山土場でA材，B材に分けていま
す。そして，製材工場にはA材を持って来ています。
このような造材，山土場そして製材工場をつなぐ仕分
けの仕組みを持って効率化することで，会社全体で一
定の利益を確保しています。
原木の状態を見て，欠点を避けながら丁寧に製材す
る－このことにより，製材歩留まりはおおむね60％
程度になっています。
生産している製材品は発注を受けた建築材にほぼ限
られています。ただ，まれに集成材ラミナを頼まれて
挽くことがあります。建築材としては，割り物が多く
を占めており，角材，梁材は集成材が一般的になって
いるため注文は多くはありません。主な出荷先は流通
事業者で，地元の工務店以外への直接販売はありませ
ん。また，札樽地区が6割程度を占めていて，それ以
外では稚内，美深，名寄など地元が主です。

■地域の製材工場として
2021年4月，仁宇布に森林認証材を用いた小中学校
が建ちました（編集部注：ウッディエイジ2021年9月
号「美深育ちの木々に包まれた温もりのある学び
舎」）。この学校に使用した美深町内の認証材は全て
当社で製材しています（写真2）。

地域材を育て，地域材を造材し，地域材を製材し，
全国初のSGECプロジェクトCoC全体認証取得に貢献
できたこと，そして全国から集まる子ども達に森や木
材に親しむ機会を提供できたこと，このことをうれし
く思っています。
また，工場の規模は大きくなくても，設備が最新の
ものではなくても，当社のような製材企業が存続する
ことが地域の林業振興には欠かせないことを，このプ
ロジェクトを通じて感じてきました。これからも，美
深町に根ざす企業として，地域材にこだわった事業を
進めていきたいと考えています。

（本稿は「はじめに」に記載したとおり，谷口木材株
式会社・谷口社長のご説明を取りまとめたもので
す。また，取材に際しては当協会副会長，株式会社
斉藤工業所・斉藤専務のご協力を得ました。お二人
に深く感謝いたします。　　　　　　　　編集部）

参考資料
1 ) 　美深町：美深町のあゆみ平成2 6年1 2月，
http://www.town.bifuka.hokkaido.jp/cms/section/
soumu/qlmcaj0000003y6f-att/qlmcaj0000003ybo. 
pdf．

はじめに
森林面積が町面積の85％を占める上川北部の町，

美深町。「美深町のあゆみ」1)によると，1913年に北海
道木材株式会社美深工場が操業を開始しています。そ
の後，林業・木材産業は盛衰を経て，現在，町内で製
材工場を営んでいるのは谷口木材（株）一社となって
います。径が24cm以上の中大径トドマツを中心に建
築用材を製材している谷口木材（株）を訪ね，谷口社
長のお話しを伺いました。

■会社の概要について
当社は，1946年に造材事業を，1954年に製材事業
を始めました。現在の事業内容の内訳は，製材4割，
造材3割，造林2割，森林土木1割となります。
美深町の森林面積の約9割は道有林で（表1），当社

が挽いている製材原木は，一部を除きほぼ全量を道有
林から得ています。
　

かつて，住宅の柱・梁にはエゾマツが主に使われて
おり，当社も道有林から出材される天然林エゾマツを
中心に挽いていました。中でも仁宇布地区の天然林エ
ゾマツは大径で，目が詰まり，欠点の少ないことか
ら，ひとつのブランドになっていました。
現在，当社で扱う原木の主体は人工林トドマツに代
わっていますが，道有林材を用いていることに変わり
はありません。製材工場で使用しているのは，半数強
が自社で造材した原木，半数弱はつき合いのある企業

から入れている原木です。
なお，エゾマツ製材の注文も少ないながらも続いて
いるので，年間で100m3程度をつき合いのある企業か
ら天然林エゾマツを入れています。天然林エゾマツか
ら挽いた製材は品質が良いことから，人工林トドマツ
と天然林エゾマツの原木仕入れ価格には若干の差をつ
けています。

■原木について
トドマツ人工林の大径材は腐朽等によって品質が落
ちていることが少なくありません。皆伐材の場合，造
材した材の半数が製材原木には不適なため，チップ用
に向けることがあります。ブル集材が導入されて林業
の効率は上がりましたが，作業時に根や幹を傷め，そ
こから腐朽が入ったのが要因のひとつだろうと思って
います。当社の造材部門においても先代の時代にブル
集材を導入しましたが，導入当時，現在の姿を予見す
ることは難しかったと思います。そして，このことは
他の事業体でも同様ではないかと思います。これから
は，30年，40年後の主伐に向けた除伐，間伐といっ
た人工林の手入れに際しては，現在の人工林の原状を
省みながら作業を行う必要があるのだろうと考えてい
ます。
　
■製材について
当社の製材工場で製材するのは径が24cm以上の原
木で，70cmでも可能です。最近では76cmのエゾマツ
を製材しました。原木の質の問題を別にすれば，ある
程度大径材の方が歩留まりは上がります。当社の場
合，大径材だから困る，大径が多くなると困る，とい
うことはありません。そもそも，大径材が増えていて
いる，という実感はありません。
ただ，実際には先ほど述べたように原状の大径材は
質の低いものが多いので欠点を避ける手間が増えま
す。そのことを併せて考えると径が32ccm程度の原木
であれば製材効率が良くなります（写真1）。
山は主伐期を迎えているので今後皆伐材が多くな

中大径トドマツを製材する
～　製材歩留まり60％を目標として　～

谷口木材株式会社　谷　口　栄　二

 

 面積 蓄積（千m3） 
 （ha） 計 針葉樹 広葉樹 
国有林 1 0 0  
道有林 51,662 5,971 2,697 3,275 
町有林 1,002 110 62 48 
私有林等 5,040 608 386 222 
計 57,705 6,689 3,145 3,545 

令和元年度（2019年度）北海道林業統計 

表1　美深町の森林の概要
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・町民と職員の接点となる窓口カウンター上部を2層
吹き抜けとし，ハイサイドライトから自然光が降り
注ぐ開放的な空間とした。
・RC造へと地震力を伝達する水平ブレースや方杖は
すべて柱と同径の180角に統一し，RC造と金物で
取り合う接合部を露出させるなど，木本来の軽やか
さと力の流れを視覚化した。
・1階のカラマツ，2階のトドマツ集成材が上下連続
的にみえる空間とし，津別らしい木造空間として象
徴的な場をつくった。

外壁は，ほとんどの窓を床面近くから天井面までの
縦長の形状とし，その窓と窓の間にカラマツとトドマ
ツの小角材（45×30）を縦に突き付けで張り，2m近
く張り出した無機質なコンクリート庇との組み合わせ
（コントラスト）により，木の温かみがより感じられ
るように仕上げています（写真4）。また，赤いカラ
マツと白いトドマツを組み合わせることでアクセント
のあるデザインになっています。
庁舎内には居心地の良い待合スペースやキッズコー
ナーを整備し，役場に特段の用事を持たない町民も気
軽に立ち寄ることのできる居場所を随所に設けていま
す。また，「なみきロビー」と名付けた空間は，前述
のとおり，木造の支柱を実際の木のように見立て，並
木道を思わせる自然豊かな造りとなっています。

・盆地形状のまちなかに対し，水平性を強調したコンク
リート庇と，針葉樹が林立する遠くの山並みに呼応
する垂直方向の外装木材が調和するデザインとした。

建物は地上2階建て，延べ面積3260.68m2で，1階に
は来庁者と接する機会の多い福祉関連部門と住民企画
課を，2階にその他専門業務の課及び町長室などの特
別職諸室に加え，独立性の高い議会機能をまとめて配
置しました。議事堂は議会専用とはせず，他の会議に
も使えるよう固定席ではなく，可動式の座席として汎
用性を高めています（写真5）。

・内壁はせっこうボードを内部に仕込み，45角の小
角材を90mmピッチでルーバー状に並べることで，
吸音性と遮音性を確保した。
・天井ルーバーは厚さ24mmの構造用合板を短冊状に
カットした簡素なディテールとし，議事堂特有の設
備機器や照明を隙間に収めた。
・吹き抜け側に高窓を設置し，自然光を柔らかく内部
に引き込んだ。

・デスクはトドマツ合板により地元家具業者が製作
し，統一感あるインテリアとした。
職員の執務スペースでは，一人当たりのデスクス
ペースを30%ほど小さくし，また，書類の管理システム
を導入したことで，従前の庁舎より高機能ながらも16%
ほどダウンサイジングに成功しています（写真6）。

・ハイサイドライトによる2面採光を確保したことに
より，日中はタスクライト不要である。
・執務スペースを仕切るパーティションやカウンター
はトドマツ構造用合板を活用し，煩雑になりかねな
いオフィス内部に統一感をもたせた。
・RCのフレーム越しに木製ガラススクリーンで仕切
られた町長室や応接室が連続している。構造形式の
違いが独特の距離感をもって各種機能を隔てる役割
を果たしている。

デザイン面においても，内部と外部に共通したコン
セプトとして，いかにも庁舎建築であったり，いかに
も公共施設であったり，といった「いかにも」という
ものを，見た目において極力感じさせないことにも重
点を置いています。庁舎建築によくあるガラス張り，
タイル張り，パネル張りは耐久性では折り紙付きです
が，高価であり，張り替える場合もコストがかかりま
す。そして見た目も，親しみやすさというよりは，威
厳とか格調高い印象を見る人に与えてしまいます。木
の温かく柔らかい仕上げとすることで，親しみやすさ
も自然と生まれ，働く人も，利用する人も入りやすく
居心地の良い場所を目指しました。

◆使用木材
木材使用量は282m3で，そのうち町内産が約88％，

道内産が約12％となっていて，町内産の木を多く使
用しています。また，町内産材はそのほとんどが町有
林から切り出されたものです。
樹種別では，カラマツが35.5％，トドマツが64.5％

となっています。構造材や一部仕上げ材に使用した樹
種は，1階はカラマツ，2階はトドマツと使い分け，
津別を代表とする2種類の針葉樹がもつ異なる表情を
見せることで，建物の個性を引き立たせています。
地域の木材を使用するため，津別地区林業協同組合
の協力を得て，町有林立木1,730m3を伐採し，木材生
産を担っていただきました。
製材は全て町内の加工場で製造しました。一方，集
成材は町内では製造できないため，協同組合オホーツ
クウッドピアに町内産製材を提供し，そこで加工され
たものを使用しています。
建築施工は地元建設事業者を筆頭とする3社の共同

企業体が担い，木造工事や内外装の木質仕上げ，木製
建具の割合が建築工事全工程の半分以上を占めるた
め，多くの町内事業者が関わることができたのも本庁
舎の特徴でもあります。
内装仕上げの天井，壁の一部，およびカウンターや
棚，収納などの製作家具，職員が使用する机の材料に
は，町内に本社，工場がある丸玉木材(株)で製造され
た構造用合板を使用しています。来庁者がくつろぐた
めのイスやテーブルなどの家具は同じく町内の(株)山
上木工が製作したものです。どちらも木目を最大限に
活かしたデザインの豊かさと，長く使えるデザイン性
と丈夫さを兼ね備えた「木のまちつべつ」ならではの
つくりになっています。
先にも紹介しましたとおり，外壁仕上げには羽目板
などの仕上材を使用せず，小角材（45×30）のいわゆ
る羽柄材を使用しています。
内装仕上げや製作家具に構造用合板を使ったり，外
装に羽柄材を使ったりするのは近年の津別町の建物の
特徴でもあります。その狙いは，材料が地元で調達可
能なこと，材料単価が安いこと，施工が地元事業者で
可能なこと，およびメンテナンスの優位性にありま
す。木質材料は耐候性が小さいため，屋外で使用する
場合には張り替えを考慮しておく必要があります。張
り替えのときに木質材料のコスト優位性や施工性の高
さが活きてきます。木質仕上げは，比較的高価なもの
になりがちですが，このような工夫をしながら津別町
としては積極的に木質化を進めています。

新庁舎建設事業は，原木から，加工，製造，製作，
施工まで津別の資源と技術力が結集した集大成とも言
え，過去にない一大プロジェクトとなりました。

◆省エネルギー（SDGs）
省エネルギー性能としては，当初ZEB*1の導入も
検討しましたが，イニシャルコストが大きくなること
や，費用対効果の面から採用は見送っています。しか
しながら，外周部がRC外断熱工法を採用し，高性能
断熱ガラスの効果もあるため，高い断熱性や保温・蓄
熱効果が発揮され，年間熱負荷係数（BPIm）*2は
0.66，一次エネルギー消費量（BEIm）*2は0.79を達
成しています。

*1：省エネによって使うエネルギーをへらし，創エ
ネによって使う分のエネルギーをつくること
で，エネルギー消費量を正味（ネット）でゼロ
にすることを目指した建物（環境省）

*2：1.0以下で省エネ新基準適合
環境性能では，木質バイオマス構想を推進する本町
の取組を反映して，新庁舎の主たる暖房熱源に木質ペ
レットを活用した輻射熱床暖房＋パネルヒーター方式
を採用しました。また，燃料となるペレットも，町内
の山林から産出された間伐材や林地未利用材のカラマ
ツを主な原料とし，津別町ペレット協同組合で生産さ
れたものを使用しています。最大7tのペレットを貯蔵
できるタンクを建物内に備え，ペレットの安定供給に
配慮しています。さらに，災害時などのときにも暖房
が停止することのないよう，非常用発電機からの給電
が可能で，バックアップボイラー（灯油）も併設して
います。
吹き抜けを介して熱が庁舎内全体に行き渡る計画と
し，寒さの厳しい津別においても安定した温熱環境を
確保しています。
また，一部木造としていますが，仮に鉄骨造と比較
した場合では，材の製造過程で排出する二酸化炭素
（CO2）を，およそ335t削減したことになると試算し

ています。このように木造を採用することで，木造独
特の温かみを持った仕上がりや，地元資源活用と経済
の好循環だけに留まらず，環境にも貢献できること
が，本事業を通じ改めて認識させられたところです。

◆木材調達の工夫
木造施設を建設する際，町産材をどこまで活用でき
るかは常に課題となっています。今回の新庁舎建設に
おいても同様でした。
カラマツ，トドマツを多く使用する建築計画である
ことから，町有林から伐期を迎えた原木を確保するこ
とにしました。
実施計画を策定するにあたり，町産材調達について
次のように進めました。
・建築物での使用量から，歩留まりを考慮した必要材
積を積算する。
・工事期間（竣工予定日）から，木材の使用時期を逆
算する。
・加工（製材，乾燥，集成）に要する期間を検討し，
これらに基づいて山での伐採時期を決める。

このような検討の結果，伐採時期のリミットは工事
契約の時期（契約日は令和元年11月11日）くらいま
でであることがわかりました。実際には，工事発注前
から町有林の調査をはじめ，地元林業協同組合と町内
における加工，流通面でも入念に打合せをし，施工時
期に間に合わせることができました。このような入念
な木材調達計画を立てることによって，町内産材率を
9割近くにまで高めることができました。

文字と写真とでは木を感じる新庁舎の全てをご紹介
することはできません。ご来庁の機会がありました
ら，ぜひ見て，ふれて，歩いて、座って，そしてゲス
ト用フリーwifiも完備していますので過ごしていただ
き，新庁舎の魅力を体感してください。お待ちしてお
ります。

津別町役場新庁舎が令和3年3月26日に竣工し，5月
6日から供用されています。「木のまちつべつ」らし
い，地域材をふんだんに利用し，地域の技術を活かし
て実現した新庁舎を紹介します。

◆建築物の設計決定までの経緯
昭和33年に竣工した津別町役場旧庁舎は，鉄筋コ
ンクリート造2階建ての，当時としては近代的な建物
だったのかもしれません。ですが，いかにも“公共建
築物”といった姿をした庁舎でした。そんな庁舎も耐
震性が乏しく，老朽化も顕著となっていました。築後
60年の還暦を迎える平成29年，庁舎建設に対する国
からの助成制度が始まり，古い庁舎を持つ多くの自治
体が建て替えを検討し始めました。津別町もその流れ
に乗るように，平成30年10月，庁舎設計のプロポー
ザルを公告しました。
　
◆建築物の概要・特徴
津別町では「つながりがにぎわいを生む，歩いて暮
らせるコンパクトシティ」というコンセプトのもと，
まちなか再生事業に取り組んでおり，新しい庁舎は，
その第一弾となる整備事業となっています。
プロポーザル選定での提案募集時の仕様には，構造
を木造とする義務づけはしていませんでしたが，「木
のまちつべつ」にふさわしい，内外装に地元産の木材
をふんだんに使うことは盛り込みました。採用となっ
た(株)アトリエブンクによる提案は，建物外周部を堅
牢な鉄筋コンクリート(RC)造で囲い，内部空間を木
造とするハイブリッド構造です（写真1）。RC造部分
は耐力壁と耐火・耐震性能を担っています。RC造部
分が地震力を負担することで木造部分の負担が小さく
なり，部材断面寸法が抑えられています。
木造部分は大断面を使わずに16本の柱で支える特
殊な構造ですが，考え方はシンプルで在来工法に近い
ものとなっています。柱１本から四方に方杖が張り出
し，8本の柱が2列に並んでいる姿は，さながら並木
の中にいるようなイメージで，新庁舎の最大の見せ場

でもあります（写真2，3）。

・外周部のRC造を打設後，クレーンで木部材を搬入
し，入れ子状の木軸組を建て込む。
・RC側のアンカーセット精度に配慮し，適宜現場加
工しながら金物に留め付けていった。

 

・照明の色温度は温白色の3500Kとし，木の色味と調
和する落ち着きのある空間とした。
・日中は自然光，夜間は人工照明により木の線材に陰
影が刻まれ，空間に奥行をもたらす。
・コンクリートは化粧打放し素地とし，材料としての
差異が明快に表れることを狙った。

り，その材には欠点を持っているものが多く含まれて
います。ですから，仕分けしながら使っていくしかあ
りません。当社で造材する原木は，先ず製材用と原料
材用に分け，さらに山土場でA材，B材に分けていま
す。そして，製材工場にはA材を持って来ています。
このような造材，山土場そして製材工場をつなぐ仕分
けの仕組みを持って効率化することで，会社全体で一
定の利益を確保しています。
原木の状態を見て，欠点を避けながら丁寧に製材す
る－このことにより，製材歩留まりはおおむね60％
程度になっています。
生産している製材品は発注を受けた建築材にほぼ限
られています。ただ，まれに集成材ラミナを頼まれて
挽くことがあります。建築材としては，割り物が多く
を占めており，角材，梁材は集成材が一般的になって
いるため注文は多くはありません。主な出荷先は流通
事業者で，地元の工務店以外への直接販売はありませ
ん。また，札樽地区が6割程度を占めていて，それ以
外では稚内，美深，名寄など地元が主です。

■地域の製材工場として
2021年4月，仁宇布に森林認証材を用いた小中学校
が建ちました（編集部注：ウッディエイジ2021年9月
号「美深育ちの木々に包まれた温もりのある学び
舎」）。この学校に使用した美深町内の認証材は全て
当社で製材しています（写真2）。

地域材を育て，地域材を造材し，地域材を製材し，
全国初のSGECプロジェクトCoC全体認証取得に貢献
できたこと，そして全国から集まる子ども達に森や木
材に親しむ機会を提供できたこと，このことをうれし
く思っています。
また，工場の規模は大きくなくても，設備が最新の
ものではなくても，当社のような製材企業が存続する
ことが地域の林業振興には欠かせないことを，このプ
ロジェクトを通じて感じてきました。これからも，美
深町に根ざす企業として，地域材にこだわった事業を
進めていきたいと考えています。

（本稿は「はじめに」に記載したとおり，谷口木材株
式会社・谷口社長のご説明を取りまとめたもので
す。また，取材に際しては当協会副会長，株式会社
斉藤工業所・斉藤専務のご協力を得ました。お二人
に深く感謝いたします。　　　　　　　　編集部）

参考資料
1 ) 　美深町：美深町のあゆみ平成2 6年1 2月，
http://www.town.bifuka.hokkaido.jp/cms/section/
soumu/qlmcaj0000003y6f-att/qlmcaj0000003ybo. 
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はじめに
森林面積が町面積の85％を占める上川北部の町，

美深町。「美深町のあゆみ」1)によると，1913年に北海
道木材株式会社美深工場が操業を開始しています。そ
の後，林業・木材産業は盛衰を経て，現在，町内で製
材工場を営んでいるのは谷口木材（株）一社となって
います。径が24cm以上の中大径トドマツを中心に建
築用材を製材している谷口木材（株）を訪ね，谷口社
長のお話しを伺いました。

■会社の概要について
当社は，1946年に造材事業を，1954年に製材事業
を始めました。現在の事業内容の内訳は，製材4割，
造材3割，造林2割，森林土木1割となります。
美深町の森林面積の約9割は道有林で（表1），当社

が挽いている製材原木は，一部を除きほぼ全量を道有
林から得ています。
　

かつて，住宅の柱・梁にはエゾマツが主に使われて
おり，当社も道有林から出材される天然林エゾマツを
中心に挽いていました。中でも仁宇布地区の天然林エ
ゾマツは大径で，目が詰まり，欠点の少ないことか
ら，ひとつのブランドになっていました。
現在，当社で扱う原木の主体は人工林トドマツに代
わっていますが，道有林材を用いていることに変わり
はありません。製材工場で使用しているのは，半数強
が自社で造材した原木，半数弱はつき合いのある企業

から入れている原木です。
なお，エゾマツ製材の注文も少ないながらも続いて
いるので，年間で100m3程度をつき合いのある企業か
ら天然林エゾマツを入れています。天然林エゾマツか
ら挽いた製材は品質が良いことから，人工林トドマツ
と天然林エゾマツの原木仕入れ価格には若干の差をつ
けています。

■原木について
トドマツ人工林の大径材は腐朽等によって品質が落
ちていることが少なくありません。皆伐材の場合，造
材した材の半数が製材原木には不適なため，チップ用
に向けることがあります。ブル集材が導入されて林業
の効率は上がりましたが，作業時に根や幹を傷め，そ
こから腐朽が入ったのが要因のひとつだろうと思って
います。当社の造材部門においても先代の時代にブル
集材を導入しましたが，導入当時，現在の姿を予見す
ることは難しかったと思います。そして，このことは
他の事業体でも同様ではないかと思います。これから
は，30年，40年後の主伐に向けた除伐，間伐といっ
た人工林の手入れに際しては，現在の人工林の原状を
省みながら作業を行う必要があるのだろうと考えてい
ます。
　
■製材について
当社の製材工場で製材するのは径が24cm以上の原
木で，70cmでも可能です。最近では76cmのエゾマツ
を製材しました。原木の質の問題を別にすれば，ある
程度大径材の方が歩留まりは上がります。当社の場
合，大径材だから困る，大径が多くなると困る，とい
うことはありません。そもそも，大径材が増えていて
いる，という実感はありません。
ただ，実際には先ほど述べたように原状の大径材は
質の低いものが多いので欠点を避ける手間が増えま
す。そのことを併せて考えると径が32ccm程度の原木
であれば製材効率が良くなります（写真1）。
山は主伐期を迎えているので今後皆伐材が多くな

写真1　径30～40cmの原木が多く積まれた製材土場

写真2　認証材活用の証しとして


